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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持管と、該支持管内に固定された試料室と、該試料室に流入する溶融金属のための入
口部材とを有する溶融金属のための試料採取装置において、前記入口部材（７）内には入
口管（８）が配置され、該入口管（８）には一端に前記試料室（２）への出口（９）と他
端に入口開口（１２）が設けてあり、前記入口管（８）の前記出口（９）と前記入口（１
２）は前記入口管（８）の中央部分に比して小さい断面を有し、前記入口管（８）は内径
が一定の石英ガラス製であり、そして前記入口管（８）の壁は該入口管（８）の両端で管
軸線に向けて絞られていることを特徴とする試料採取装置。
【請求項２】
　前記入口管（８）は、前記入口開口（１２）と出口（９）との中間部分の少なくとも一
個所の断面が、その隣接部分に対して変化していることを特徴とする請求項１の試料採取
装置。
【請求項３】
　前記試料室（２）には脱酸素手段が設けられている請求項１又は２の試料採取装置。
【請求項４】
　前記試料室（２）は２個の金属製半殻部材から形成されている請求項１～３のいずれか
一項に記載の試料採取装置。
【請求項５】
　石英管の両端は約４５度の角度で縮径加工されている請求項１～４のいずれか一項に記
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載の試料採取装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は溶融金属、特に溶融鉄又は溶融鋼鉄を採取するための試料採取装置であって、
支持管と、該支持管内に固定された試料室と、該試料室に流れ込んで来る溶融金属のため
の入口部材とを有する試料採取装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　このような試料採取装置は公知であり、例えば実開昭４７－２４１８７号に記載がある
。同文献には厚壁入口部材の壁に予備室が設けられている採取装置が記載されている。実
開平６１－１９９６６２号には予備室の材料で構造ユニットを形成した試料室を有する試
料採取装置が記載されている。ＤＥ２７１４６３６号には入口管の断面が該管の中央部で
片側から緊縮することにより多段に減径した試料室が記載されている。
　特開平７－３０６１９６号には他の試料採取装置が記載され、入口管の先端がテーパし
て試料室内に延びている試料採取装置が記載されている。
【特許文献１】実開昭４７－２４１８７号公報
【特許文献２】実開平６１－１９９６６２号公報
【特許文献３】ＤＥ２７１４６３６号
【特許文献４】特開平７－３０６１９６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明はこれらの試料採取装置を改良して信頼できる試料採取を保証する試料採取装置
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の目的は、特許請求の範囲に記載された特徴を有する試料採取装置により達成さ
れる。すなわち、入口部材（試料室に取付けるのが好都合である）内に入口管が配置され
、該入口管には一端に前記試料室への出口と他端に入口開口が設けてある。入口管の出口
並びに入口開口は、入口管の中央部分に比して小さい断面を有し、入口管は石英ガラス製
であり、そして前記入口管の壁は該入口管の両端で管軸線に向けて絞られている。流入す
る溶融金属はそれにより減速され、試料採取中の試料室の破壊が大幅に遅延される。実質
的な二重壁を有する入口により、この位置での熱伝達は最小となり、その結果溶融金属は
入口管の壁で固化しない。従って、試料室に形成された入口部材内に、比較的低い熱膨張
を示す石英管を配置することが有利である。何故なら入口管内に位置した金属から試料を
分離することが確実に保証されるからである。
　流入する溶融金属に対する脱酸素剤が試料室内に配置できる。試料室は２つの金属半殻
部材から形成できる。
【０００５】
　本発明の構成によると、試料室の溶断や半殻部材の接着が防止できる。入口管は混合室
として使用できるある種の予備室を形成する。また、入口管が出口と入口開口との間の少
なくとも一個所で，その近傍領域に比較して断面の変化を有すると、この状態は入口管内
で固化材料から固化試料を分離するのに役立つので、好都合である。
　以下に本発明の実施例を図面を参照して詳しく説明する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　試料室２は支持管１の内部又は上に配置される（図１）。試料室２は、公知の在来法に
従って、ほぼ円形の大きい断面を有し且つそれに直角な断面がほぼ長方形である２個の半
殻部材から形成され、それにより試料にできるだけ大きい２つの平坦な分析表面を実現す
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る。試料室２は砂体３（鋳砂）により支持管１に固定され、そして２つの半殻部材はクラ
ンプ４により所定位置に一体に保持される。試料採取装置の浸漬端は金属キャップ５によ
り閉じられ、そしてこのキャップ５は厚紙製の他のキャップ６で更に覆われている。
【０００７】
　同一材料から製作された入口部材７は試料室２に直接固定され、その中に石英ガラス製
の入口管８が配置されている（図２）。この例では、入口管８は試料室２に面する出口９
で入口部材７の狭窄部１０により保持される。入口管８の壁は、入口管の出口９の個所に
、入口管８の壁を変形する（絞る）ことにより形成された、軸線方向に減少した断面を有
している。好ましくは石英管の両端は約４５度の角度で縮径加工されている。入口管８の
内径に対する出口９の半径は、入口管８の壁厚に依存して減少している。出口９から試料
室２の内壁迄の距離は約５ｍｍである。入口部材７と入口管８とはセメント１１を使用し
て砂体３に固定されている。入口開口１２は入口管８の第２端が出口と同様にして形成さ
れた減少断面を有している。入口開口１２は入口管８を保護すると共に溶融金属の流入を
遅延するための鉄製キャップ１３で覆われている。キャップ５、６、１３は溶融金属柱に
浸漬する際に溶解し、その結果、液体金属が入口開口１２から入口管８を通して試料室２
に流入し、そこで混合と均一化工程が起きる。
【０００８】
　出口９の減少断面の寸法は適宜用途に合わせて選択する。溶融物の過熱温度が低いほど
出口９の直径は入口管８の直径よりも相対的に小さくすべきである。例えば、転炉から約
６０℃の過熱で試料を採取するには、管の外径１０ｍｍに対して管の内径を８ｍｍから５
．５ｍｍに減少するように装置を構成する。
【０００９】
　壁厚が少なくとも２ｍｍの入口管８を使用する場合、入口管８の直径にさらなる変化を
与えることが有用である。しかし、入口管８がより薄い壁厚を有することは一般により有
利である。
　入口管８は、入口開口１２と出口９との中間部分の少なくとも一個所の断面が、その隣
接部分に対して変化していてもよい。
【００１０】
　溶融金属が試料室２に流入した後、溶融物は固化を始める。入口管８の出口９の減少断
面の部分で、固化した金属にクラックが生じ、その結果、試料は入口管８の固化金属無し
に試料採取装置から取り出すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】試料採取装置の部分断面図である。
【図２】入口管及び試料室への出口を示す断面図である。
【符号の説明】
【００１２】
　１　支持管
　２　試料室
　３　砂体（鋳砂）
　４　クランプ
　５　金属キャップ
　６　厚紙製のキャップ
　７　入口部材
　８　石英ガラス製の入口管
　９　出口
１０　狭窄部
１１　セメント
１２　入口開口
１３　鉄製キャップ
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